
 RI第 2750地区  多摩中グループ          

      東京国立ロータリークラブ         
例 会 日：毎週水曜日    例会場：谷保天満宮社務所 2階 東京都国立市谷保 5209  

事 務 所：東京都国立市谷保 5234-1     TEL:042-575-0770   FAX:042-572-8666 

E-MAIL：kunitachi-rc@sage.ocn.ne.jp   WEB：http://kunitachi-rc.com/ 

会報委員：大庭敏也・秋廣道郎・遠藤常臣・伊藤達弥 

会長 内山健治 幹事：喜連元昭 

RI 会長テーマ ROTARY SERVING HUMANITY 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

日  時：平成 29年 4月 5日（水）  

会  場：例会場   

司  会 :ＳＡＡ             青木委員 

開会点鐘                   内山会長 

斉  唱：国歌斉唱 

ロータリーソング「我等の生業」 

四つのテスト 

お客様の紹介                          内山会長 

金子 幹広様 東京立川ＲＣ 

会長挨拶                     内山会長 

さくらフェスティバルでは、日曜日は朝から良い天

気で大勢の方にご参加いただいて本当にありがとうご

ざいました。また今年度初事業である 5月 14日開催の

ＬＩＮＫくにたちも何とか皆様のご協力をいただきな

がら成功裏に終わらせたいと思っていますので、よろ

しくお願いをいたします。 

いよいよ 4 月です。1 年生に新しいランドセルカバ

ーが贈られます。新デザインは目に付きやすいものに

なりましたので、見ていただけたら有難いです。 

来週の多摩中グループＩＭもご協力ください。 

幹事報告                    喜連(元)幹事 

●4月 12日（水）は多摩中グループ IMに振替です。 

 パレスホテル立川 4階 

 登録開始 14時 30分・点鐘 15時 

●国際ソロプチミスト国立 30周年記念式典 

 日時 5月 13日（土）11時 30分 

 場所 パレスホテル立川 

 出席 内山会長   

●4月のロータリーレートは、１ドル 116円です。 

 

 

 

 

 

委員長報告                    

●杉田社会奉仕委員長 さくら祭りに大変多くの会員

お方に参加いただきまして、ありがとうございました。

土曜日は雨でしたが、会員の方は心配して来ていただ

きました。2 日目は好天に恵まれて多くのお客様もき

ていただけました。 

クラブフォーラム               内山会長 

理事会報告                           

●青少年奉仕委員会報告  関(俊)青少年奉仕副委員長 

 今年度の 2つの事業を行い、委員会予算の中で支出

をいたしましたので、ご報告をいたします。詳細は配

布いたしましたのでご確認ください。ご協力ありがと

うございました。 

●社会福祉協議会よりチャリティ公演の後援依頼と

チケットの購入依頼   

例年にならいまして後援とチケットの購入を行うこ

とにしました。公演日は 7月 8日です。 

●社会奉仕委員会予算について    秋廣会計理事 

 社会奉仕委員会の予算に予備費予算より 5万円を流

用いたします。内容は市民まつりの費用が計上されて

いなかった・ランドセルカバーの版代・補助金事業の

為替レートの変動により増えた事が理由です。 

●最終例会について 

 最終例会を 6月 21日に予定しておりましたが、地区

の会長・幹事会と重複してしまいました。クラブの最

終例会を 6月 28日に変更をいたします。 

●創立 50周年の実行委員会の組織について 

 2年後のクラブ創立 50周年に向けて、歴代会長会を

開き組織を発足し、各委員長を決めました。 

実行委員長    小澤孝造 

クラブ会長テーマ  

行動しよう・前進しよう！ 
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副実行委員長   時田千弘・小川 誠 

副実行委員長（渉外）村上隆秀 

総務財務委員長  関 重寿 

記念事業委員長  吉野利春 

式典(祝宴)委員長 岡本正伸 

記念誌委員長   岡本貞雄 

今後、委員長以下の人事が発表されると思います。 

今月の各種お祝い                     

入会記念月 

秋廣会員（在籍 19年） 

会員誕生月 

津戸会員（9日）  

山口会員（8日） 

夫人誕生月 

木島会員夫人・和子様 

秋山会員夫人・登美子様 

ニコニコＢＯＸ           本多親睦活動委員 

●内山会長 先日の「さくらフェスティバル」には大

勢の会員の方にお手伝い頂きおかげ様で盛会のうちに

終了しました。ありがとうございました。立川 RCの金

子様ようこそいらっしゃいました。 

●喜連元昭幹事 2 週間振りの常設会場での例会とな

りました。気持も新たに例会進行をお願いします。本

日は東京立川 RC金子幹広様のご来訪を歓迎致します。 

●津戸会員 今月は誕生月と結婚記念日月のお祝有

難うございました。現在家内は入院月で一人さみしく

家に居ります。 

●杉田会員 さくら祭りには会員多くの皆様にご協

力頂きありがとうございました。おかげ様で無事に終

了しました。感謝申し上げます。 

●小澤谷守会員 小澤崇文会員、よくぞ「もどった」！

お祝いに酒盛りといきたいところですが、酒は今後飲

めないんだよネ！かわいそうに！ノンアルコールでカ

ンパイ！ 

●山崎会員 第 3回ゴルフ同好会のコンペが久邇カン

トリーで行われました。西 3番ショートホールで大ま

ぐれのホールインワンが出てしまいました。ニコニコ

します。 

●木島会員 妻の誕生祝いありがとうございました。

しばらくの間は同年令 82才です。2人そろって年をと

ったものですが、82才です。外に向って動いて行こう

と思っています。 

●佐伯会員 お病気からみごと復帰された崇文会員

と無事米国より帰国されたひまりちゃんのおじいちゃ

ん荘原会員のまん中に本日は坐っています。満開の桜

がお祝いしてくれているようでニコニコします。 

●小澤崇文会員 先週の金曜日、無事退院しました。 

 

 

 

 

 

 

 

4月誕生月の津戸会員(右) 

病みあがりですので、やさしくして下さい。シャバは

いいなあ!!太ったなあ 

●荘原会員 (孫ひまり帰国のお礼・ご報告) 

昨年より皆々様からのご支援ご協力のもと、お陰様

で孫ひまりが 3月 16日帰国することができました。こ

れまでの暖かいご支援本当にありがとうございました。 

ひまりの父 森川孝樹、母 佳菜子さんより 

このたびは、ひまりの為に多大なるご支援を頂き、本

当にありがとうございます。二度の脳出血や心肺停止、

もうだめかもしれないと思う事が何度もありましたが、

一つ一つ乗り越えドナー様と巡り合わせていただく事が

できました。いただいた心臓を大切にし、私達のところ

へ来て良かったと思ってもらえる様に、ひまりを幸せい

っぱいに育てていきたいです。 

この様に思う事が出来るのも、温かいご支援をして下

さった皆様のお陰です。本当にありがとうございました。

ひまりに｢未来への希望｣をありがとうございました。 

●会報委員会(秋廣会員・遠藤常臣会員・大庭会員)  

小澤崇文さんの久しぶりの例会出席を心から歓迎して

おります。今後とも健康に留意してください。 

●ゴルフ同好会(山崎会員・遠藤常臣会員・村上会員) 

ゴルフ同好会のコンペが快晴の下行われました。ちな

みに優勝：山崎、第 2位：遠藤(常)、第 3位：村上の

各会員でした。 

ニコニコ BOX合計 55,000 累計 1,386,000円 

出席報告          喜連(紘)出席奨励委員 

   ４月 ５日 在籍４８名中 出席３４名   

  前々回(3月 15日) の 休会         

閉会点鐘                     内山会長 

第 2750地区ガバナー月信・年次報告委員会より 

ガバナー月信 4月号が発行されました。今月号のガバナ

ーメッセージは、①年度の終盤に向けての大槻ガバナー

の思い、②ロータリアンに求められる資質、③クラブ運

営の鍵と工夫についてです。また、梅澤武男クラブサポ

ート委員長から、実体験に基づいた会員増強のあり方に

ついての文章もご寄稿いただきました。 

猿渡年度の地区チーム研修セミナーや PETSの開催模

様も掲載していますので、ぜひご一読ください！ガバナ

ー月信 4月号は以下でご覧いただけます。①クラブに配

信した PDFファイル②第 2750地区 webサイト

（http://www.rid2750.org/gml/2017/gml201704.pdf） 
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第 47回くにたちさくらフェスティバルが 4月 1

日・2日開催され、東京国立ロータリークラブはジャ

ンボバルーンで協賛しました。 

初日は、生憎の雨模様となり、ジャンボバルーン

は中止（フェスティバルは予定通り開催）となりま

したが、数名の会員は雨が上がれば・・・・と思っ

たのか会場に集まりました。 

2日目は、天気が回復に向かい、9時半前に集まっ

た会員が手際よく20分ほどでジャンボバルーンを設

営しました。（私は 3回目の参加ですが、毎年設営

のための時間が短縮されます） 

肝心の桜は、まだまだ２～３部咲、ここ数年とは

違い寂しい様子でしたが暖かくなり来場者はみるみ

る増えていきました。 

ジャンボバルーン開始時間の 10時には、まだかま

だかと元気の良い子供たちが並び始めました。 

11時に内山会長が第2315回例会点鐘、出席36名。 

その頃には、ジャンボバルーンに並ぶ子供たちも常

時 20人以上となり大盛況。毎年楽しみにやってくる

子供も多いようです。子供達が、飛び跳ねはしゃぐ

様子や、その様子を嬉しそうにみている親御さんた

ちを見ていると、この協賛の意義はとても大きいと

感じます。 

閉会の頃には、暖かさのせいか朝方より桜もだい

ぶ開いてきたようでした。気持ちの良い一日となり

多くの会員が片づけまで参加し、当クラブとしても

充実した日となりました。社会奉仕委員をはじめ会

員の皆様、お疲れ様でした。(文:大庭会報委員長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 7日 満開になりました（大学通り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャンボバルーンに順番待ちの長い列 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

待ちきれない様子の子供達 

 

 

 

 

 

 

 

桜通りの花はまだ 2～3部咲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2315回例会 

第 2315回例会 
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 4月 12日（水）

パレスホテル立

川において、第

2750地区多摩中

グループで、会

員相互の親睦と

知識を広めることを目的↑各クラブ選出のＩＭ実行委員一同 

とする IM（Intercity Meeting）が開催されました。 

 基調講演は、ミズノ株式会社 会長 水野正人氏に

よるロータリーとオリンピックのお話、卓話は、国

際親善奨学生であった医師の椎間優子さんの体験談

等のお話がありました。 

 水野氏のロータリーとオリンピックにおいては、

2020年開催予定の東京オリンピックを成功させるた

めに、日本の有形遺産、無形遺産、特に無形遺産を

世界に発信することが重要であり、ロータリーは特

に無形遺産である①教育の推進、②気候変動を引き

起こす自然環境の整備、③紛争解決により世界平和

に繋がる交際交流、特に民間外交のアシスト等を補

助することが役割であるとのお話を頂きました。 

 また、第 1期奨学生である椎間優子さんからは、

アメリカの大学における留学体験談のお話があり、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基調講演：水野正人氏   卓話：椎間優子さん 

 

              内山会長から  

新会員の紹介     

川向輝樹会員 

三田幸子会員 

 

医学系の大学留学における①臨床研究による予防医

療の話、②教育実習におけるリスクのないシュミレ

ーショントレーニングの話、③単なる留学生生活で

はなく、学問留学の他、地域のロータリークラブと

の親睦・交流を通して、社会体験が出来るロータリ

ークラブ固有の制度であるグローバルグランド奨学

生の意義のお話を頂きました。 

今回のIMは多摩中グループから多くの参加者があ

り、盛大に、有意義に開催されました。 

会員出席 34名 (文：伊藤達弥会報委員)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2317回例会 

ライトアップされた桜の撮影 

岡本貞雄                                           

桜の名所として、市外からも多くの見物人がくる 

大学通りが、今年からライトアップされた。『くに

たち桜ライトアップ２０１７』として、国立市観光

まちづくり協会（喜連理事長）が主催した。 

 私はライトアップされた桜の写真を撮りに、毎日

のように大学通りに通った。しかし、今年は開花か

ら一気に満開までには至らず、なかなか満足する写

真は撮れなかった。当初は国立駅のホームから撮ろ

うと計画していたが、遠距離からではライトアップ

の効果はないように思われ、満開になってから『た 

 

  

 

ましん』の前から撮った。それが掲載した写真であ

る。私としてはマアマアの出来栄えだと思っていた。    

ところがある日、私と同じ被写体をホームから撮

った写真を喜連理事長から見せてもらった。撮影者

は観光まちづくり協会が主催する『フォトコンテス

ト』で入選した人だという。それを見て、私は「ウ

〜ン」と唸った。そして「駅のホームからでも撮れ

たのか…」とショックを受けた。 

それは『バルブ撮影（必要な時間、シャッターボ

タンを押し続けて撮影する方法）』したもので、ラ

イトが当たっていない桜の先端までが鮮明に写って

おり、往来する車のライトが紅白の線になって画面

の効果を高めていた。私はそこまで到達していない

カメラの技法に恥ずかしさを感じ、傑作をモノにし

ょうとする意欲を欠いてしまった。 

 それにしても、ライトアップされた夜桜を見に、

大勢の人たちが大学通りを訪れた。夜の賑わいは『桜

ライトアップ』の成果である。『大学通りの夜桜見

物』が国立の観光スポットになり、駅前がますます

賑わうことを願いつつ、夜風に舞う花吹雪に見とれ

ていた。 


